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■堅陣突破の重戦車

昭ネm4年 (]039年 )5月 に勃発した

ノモン八ン事件は 入日本市国睦軍に大

きな影響を及ぼした.特に保有火力にお

いては ソ連軍に対し著しく劣つていた

ことを痛感するのであつた。このため翌

昭和 ]5年 に出された戦備ま画では 本

格的な対ソ戦に備えて質 量共に早急の

戦力増強整備が必要と■討された,

昭和 16年 3月 に軍内部の大陸要塁研

究委員会が作成した文書に
'要

塁突破の

超重戦車」との言:こかt●・ る.卜に満,ヽ東

部の国境地帯はウラジzストックをはじめ

とする要塞地帯か連なり 当崎はこの攻

略が重要視されてしlた 言:弐された「超

重戦車Jとは その大きさや重さから野

戦での機動運月こま考えにくく まさし

く要塞などの堅鱚実■を目論んで企図さ

れた と考えるの0口当であろう.

■開発経過

昭 和 16年 (]94]=,4月 14日 に

陸軍技 ll本 音口以下 |●本 ,より三菱重工

業東京機器裂乍所に

':し

「I寺ネ車両」の

試作が内示された 三菱からは第2工作

部長の武藤英二を主[として9名の技師

が出頭したIJ その際には機密保持につ

いて特に注意●`あり 旬発当初からその

当日の午後 早速三菱の会議室に関

係者が集められ 注意事項として以下の

事柄が申し渡された。

0この試件は陸軍の最高の超崎秘であ

る。

0名前は特殊車両とlJす。

●部分的組み立てを東京機器製作所で

行い 全組み立てを相模造兵厳て行う。

●試験は東北某地にて行う予定 目下工

場建設中.

0完成は本年7月 末日.

0図面 (保管)こ ま必ず鍵をわJナ 部品

組立工場の仕切りま必す天丼までの口

いをする事

翌 ]5日 には 陸軍 か ら工 事 番 号

R6990]と記された工事命令書と共に

最初の図面 92枚か渡された。三菱車内

での仮名称を「ミトJ車 (三菱の特殊車

両 の略)と して 16日から正式に計画

がスタート.製作を前に,料計画/部品

言1画と見積/印刷/伝票′
′
続計などそれ

ぞれの担当作業員の任命があり ここで

も機密保持に注意がlAわれた.

部品加工は外注に依存する部分が多く

なると見込まれたことから 外注先に関

する情報を前もって技本に連絡すること

とされた.

エンジンは航空機用の九八式800馬

力 (九五式戦闘機に搭載したものとほぼ

同じ)2基 を搭載.ブレーキおよびクラッ

チの操作は油圧式として,一ボモーター

は操向装置用のものと共通に また人カ

にても操作出来るように言種操作レバー

を設けた。通常 試作車体はます軟鋼

板で作るものだが 官給品としての防弾

鋼板まこの次点ですでに海軍に注文済と

されていた.

図面は製作に伴つて陸軍側から順次受

け取つた.5月 2日には官給品としてエン

ジン4基を受領し 5月 ]3日 の打ち合

わせで ]2月 までの全体工程表が仮決定

さllた。当初の計画では試作車の完成

納期をフ月末とされていたが 陸軍から

支綸される図面の完成時期も不明瞭な

ため 加工などF業工程を考えればやむ

を得ないことであつた.

5月 ]7日 相模造兵霞から ll目 庶秘

635号 相監 lt1 636号 通 牒Jと して

陸軍技師小山買―が「オイJ車専任管理

官として任命される旨の通達言画が発石

される。この書類によって本車の陸軍側

秘匿名称が判る。

5月 26日 三菱は陸軍側に対して希

望完成納期を昭和 ]フ 年 1月 3]曰へと

変更して欲しいとの要請を申し入llた .

秘匿性がうか力`わ4た .

技本 で は第 5部 長の

原 乙 未 生 少 11第 2

科長村田大佐らか全■

をlB当 し 上面●師

並河 大尉 咲 山 l‐ :F

が部分10当 となった

●昭和18年 7月 に三菱重工業

東京機器製作所が作成 し

た実車説明書より 添付

されたtl面図 重量 (全装

備)1,Otと の記載がある

i l■if,電 :事1_
■■

`, 
■  ‐ ⅢⅢ

`

※当解説■の無断伝Itを集します
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実 車 解 説 IFndmlds.

図面制作 ltl密 保持 材 l.調 達および

加工 機械調整等 吉心を重ねざるを得

ない状況がその主な理由であつた。変更

許可は iO月 31日として認められた。

車体製作においては大面積の鋼板が

手配できないために 三六判 (さぶろく

ばん 概 ね900 mm× ]800m)の 鋼 板

を溶接で継ぎ合わせて大判を作る方法を

採つた。板厚は主に32 mmと 36冊1の 2

種を使用するものとして 官給品として

5月 3]日に相模造兵廠から最初の鋼板

が納入された。しかし 鋼板の歪み取り

などの修正加工も多く また車体構造自

体が大きいために構成する各部品の重量

も大きくなり4業効率が書しく悪化 ク

レーンを使う4業でもその容量不足から

ます機器の補強をおこなうなど慎重な注

意が必要であつた。鋳造部品や火造 (鍛

造)部品も同様で 大型特殊機械を使用

するために加工てきる工場が限られて

製造行程の障壁となつた.

製造と図面受領とは並行しておこなわ

れ 変速機 操縦装置 燃・ll装置 冷

却器などわ卸瞭次製作されていった.9月
初めには岡田相模造兵廠長 原少将らが

視察に訪れ作業の進捗状況を見て回つた。

11月 8日 時点での未完成部品は36]

件 車体作業も 10日の遅れとの記述が

残つている。

これら部品群とは別に履帯 まlB模造兵

廠に発注され ]2月 24日に到着した。

昭和 ]7年 2月 ]日 には車体の重量

計測がおこなわれ 砲塔 武装 燃料

弾薬 人員 防御鋼板を除いた状態で

i196トンと記録された.

車体の組立作業は2月 8日までにほぼ

完了し 翌9日 には鼈軍省兵器局長を含

む関係者の視察がおこなわれた.並河少

佐から性能その他の報告があつた後に

二菱からま以下の通り経過報告と質問が

提出された.

0工事経過の概要及び今後の予定 .

0現地組立作業の所要人工予想および

その要領

O本車製作の

'業
量と他車においてとの

比較

O急速整備との関係

O特にカロエ上困難であった点

O本車の試作をおこない ためになつた

事項

O材料取得で困難であつた事項

(鋼板および軸受け)

O本車を整備する場合の処置及びその

要領.

O秘密確保の方法

O機密保持上特に実施する事項 および

その影響.

また 技本からの発言として

■台上初運転

昭和 ]フ 年3月 2日 ,本の上西少将

村田大佐 並河少佐以下の関係者立会

の下で オイ車は初の台上運転が行われ

た。左右 2つのエンジンは良好に始動し

油圧操縦機能も正常に作動した。ただ主

クラッチと操向クラッチに不具合があり

変速ギアの高速側が入りにくtlことがわ

かり 今後の処置として不良個所の修正

と各部の調整をおこなうこととした.

口地上初運転

4月 13日 この日は村田大佐以下技

本関係者を招いて初めての地上運韓 J

行われた。防諜上の理由なのか午後 9

時から艤装工場の前で開始された。夜間

しかも狭い場所での試験であり 走行試

験としては不十分なわち も大きな支障も

なく終了した.ただし変速装置について

は第 1速 3速はともかく2速へのギアチ

ェンジに不具合が見られた。三菱側は今

後の処置につしヽては追つて指示を仰ぐと

してしヽる。

地上運転試験後は 多岐にわたる各

部の改修 (変速機の分解改修 ラジエタ

ーの冷却不足の解消 軸受け部分等 )を

おこなうこととなった.

■供覧試験

本車の改修で特に問題となつたのは冷

却部分であつた。4月 23日 並河少佐

よリオーバービート対策として放熱能力

基礎試験をおこなうよう命令が下され

大幅な改修が必要となつたが 6月 中旬

になっても解決しない,大況であつた。よ

うやく6月 24曰 オイルクーラー ラ

ジエターの増量及び風洞の改造を彙ねた

結果 満足を碍られるまでに至つた。そ

して次に行われる供覧試験に向け 技本

から7月 10日 までに罐まを完了するよ

う強t連望|●された.

艤装完了後の31G lフ 年フ月 ]5日

三菱重工業東京機器製作所内において

関係者が見守る中で供覧試験がおこなわ

れた.●本は本部長以下各部門の長が

相模造兵腋からま廠長以下廠所属所員

陸軍省からは担当中佐が出席した。本車

につヽ する陸軍の期待が表れているようこ

も見える。

「
~

,''`,,

|

l● 来BK(防弾鋼板 )を使用し

て製作する場合 さらに困難

を伴い所要人工も増大する。

現在まで出来上かつている人

工には 二重装甲板の人エ

は加算していない.

i  f ■

='Xエ

三菱は要望として材料大手

(特 に普通鋼 )と 熟練作業者活

用などの申し入れをした。この

後に並河少佐から 本車は艤装

完了解体後に今一度網立をして

所要人工の研究をおこなう予定

であると●
~事

が伝えられ 視察

は終了した

●前ベーシの車体側面図と同じ昭和 8

年7月付けの実草説明書に配された

重■計算表 この表には砲塔 武装は

含まれていなtヽ 8月 1日 の走行試験

を目前に控えた状態と思わl■る

●M●
` `Ot超

菫戦車 [オ イ ]● 2



午後8時から開lb‐ された供覧試験は

順調におこなわれ 特にEI本における戦

車開発の重顔でもある原乙未生少将 ま

油圧操縦が機能良好であることに満足し

たという.試験後には本部長から三菱の

作業員―同に対しねぎらいの言葉があり

江日工場長が社員を代表して

'Lを

述べた.

■砲増製作の問題

昭神 7年 5月 14日 になつてようやく

砲塔製作の内示Ij出された.28日 には

砲塔図耐 主 副砲塔および銃塔)90枚

を受領 30日 に社内で砲塔製作のため

の研究会が開かれた.そこていくつかの

問題点が話し合われた.大きな点として

0主砲培裏面輪削 (ターレットリングの切

削)作業は所内てま不可||だ が 横浜

船渠なら可能な月込.ただし防誤上の

問題があるので官但りの斡旋を願うこと。

O主砲塔軸受け環はヽ殊銹鋼に変更す

る旨を申し出ること.

0鋼板の歪みとりは問題となる見込IJの

で その時は幹掟鵬う旨をあらかじめ

申し出ること.

0大型プレーナーおよびボール盛による

工程は製造上の遅廷要因となりうる。

作業量はチ八三.T」砲塔 12台分に相当

する事をあらかじめ申し出ること

O納期 よ材料冒給後4わ 月`半.作業内

容 ま以下の通り.

計画=半月.

外板‐3ヶ月半

(歪みとり′溶揉 機械

"]工

仕上げ)

軸受け=2ヶ月+(鋳造 機械加工)

銃 砲眼等=2ケ月半 (鋳造 翻戒加工)

組立=半月

以上のように砲塔製作には多くの難題

があり 前途は楽観できない状況であつ

た。これら問題点は6月 4日 に 技本に

向け「砲塔弓き受けに関する希望事項」

(ミト第 ]フ〇号)として提出した。この中

で 7月 ]5日に予定される供覧試験で

は木製砲増 (モックアップ)を製作し搭載

することを提案している。

6月 10日 には砲塔製作工事命令書

(Rフ 990])が発行された。「完成の上は

R69901に て製作のミト車に搭載する

ものとす」という内容であつた。

しかし ここに至り材lt4入 手

に関した問題が浮かび上がつ

てきた。大東壺戦争が始ま

つてまだ間もないこの時期か

ら既に 各種資源の不足が

目立ち始めて来たのである。

経済的な基礎体力に乏しい

当時の我が国の実態が垣間

見えた。

6月 22日 には三菱債1から

技本の並河少佐への電話連

絡にて 砲塔月材料の入手

に関して相談がなされている.

24日には並河少佐 咲山少

佐らが三菱に来所し 出来上

がつた木製砲塔を視察した。

実 車 解 説 旧繭mldd.

0ミ ト草日誌:三菱設計降による業務日誌 製作内示のあつた昭和

16年 4月 16日より走行試験終了後の18年明 10日まで記載がある

砲塔製作が進捗しないまま さらなる

困難な状況が持ち上がつてきた。供覧試

験後のフ月28日 相模造兵廠における

担当者である中村大佐からの意見として

「整備車 (量産戦車 )用の物さえ足りない

のに オイ車に回せる分 まなおさら無い。

技本より正式に依頼を受けるには受けた

が 今のところ処置なし。」と云えられた

のであつた。

これ以降 ]1月 中旬に至るまで 材料

入手と納期について三菱と技本とで協議

がおこなわれたが 結局のところ砲塔は

知成しないままとなる。

■相模造兵廠への輸送

供覧試験の後 オイ車は三菱におい

て 冷却その他の発動機周辺機器の修

正や車体に関する調整作業を,つていた.

昭和 ]8年 ]月 ]8日に相模造兵腋長か

ら「ミト車 ま相造へ引・・ 取る事となりたる

に付き 手配されたし。Jという命令が出

され 2]日に相模造兵廠への陸路での

運搬方法を研究するようこ求め勁 た。

三菱側では20日より池神部長以下

関係者が集まり輸送方法の研究会が開か

れた。2月 ]日に造兵廠側から三菱に対

し分解輸送を希望する旨が伝えられるが

現状は受入態勢が整つていないため 分

解lt業は4月 末より開始せよとの指示が

‖せて出された。実際の作業は5月 26
日から始まつ相模造兵廠から20名 三

菱から10名の作業員 I」 担当し 5月

31日までによ必要な分解が完了する。

分解さIllた 部品 ま随時相模造兵廠に違

搬された。6月 7日 には一番大きな部品

である車箱 (車体本体)が 重砲兵学校

より借り受けた30tト レーラーに乗せら

れ三菱の工場より運び出された.車体は

木枠で周囲を覆い その上にシートをか

けて戦車とわからないように偽装された。

牽弓‖こまi3ト ン牽引車を使用し 補助

として九七式中戦車とロケ車が随伴した。

分解はされても車体本体 ま大きく 当時

の道踏事情もあつて東京市蒲田の東京

機器製作所より神奈川県高座郡相模原

mIの相模造兵廠 (共に当時)までの最短

ルートま使えない。結果 五反田一目黒

―渋谷を経て 新宿から甲州街道を下つ

て八王子から南下するという大回りでの

輸送となり 3日をわヽナ6月 9日に相模造

兵廠に搬入された。相模造兵廠では6月

28日から再組み立て作業が開始され

7月 2]日作業が完了した。この間 要

した日数は24日であつた.

■相模造兵薇での試験

組立が終了した翌日となる7月 22日

履帯をかけない状態での台上運転が行

われた。そして8月 ]日には相模造兵廠

内にて供覧運行試験がおこなわれた。

戦車を担当している第4陸軍研究所か

ら原乙未生中将以下 佐官級の1呼 校

陸軍省は野口少佐と大田少佐 相模造

兵廠からは佐藤大佐以下 主な担当将

校 兵器行政本部は島津少佐が出席す

るという力の入ったものであった。

●M“ ,,∝ 恙口驚車 [オ イ]Ю



案 車 解 説 旧耐 ml耐 .

試験は第4工場出口のある北側道路か

ら開始された.]〇 時30分にギアを第

1速に入れて発進。右折して200メ ー

トリロまど走つたところで停止した際 スタ

ーターモーターと左後方の第7転輪軸

受に損傷が見られた。また爾内道路の幅

が狭く 路肩部分のコンクリート1士 上げ

が不十分だつたため 履帯により略面が

割れ2～ 3 omの沈下が発生した。この

ため予定を変更して 未舗装地の路外]
―スを走行することとなつた。新設工場

の予定地で相当広い場所であつたが 赤

土が混入する黒土で軟弱な上に 防空退

避所や資材置き場も兼ねており十分に走

れる場所ではなかった。

変速は 1速 2速 3速とも運転可能

であつたが 地面か軟弱なため抵抗が大

きくスピードを上げらllず変速が困難だ

つた。このような状況でエンジン出力の

週不足は判断材料か得られなかった。発

進はどのギアからでも可能だつたが 工

ンジンからクラッチに至るまでの構造部

品が多くまた大型であるために 変速に

際しアクセルを緩めても回転が落ちすに

ギア鳴りを起こして 変速困難な l■ 態が

発生した。

]2時 30分に試験は終了としたが

昼食後に車庫入12おこなつた際に右lll

第7転輪が破損脱落し 起動輪も外板

のまくれによつて破損した

■試験終了後の対処

試験終了後 直ちに今後の処置と破

損に対する考察がなさll 破断の原因ま

荷重分布と軸受けの強度不足と絡論付け

られた。現状でも重量は96tあつ 砲塔

を情載した完成時の全特重量は 150tこ

もなる。現設計では軸受け容量が不足し

大型 |」 受けに改める必要あllと いうこと

であつた。ただし 現よでは大型軸受け

を入れるスペースが無いため ,スペン

ションアームと転輪とを全面的に再設壱十

することになる。しかもこれは大作業に

なるためその実施時期につt)ては十分な

検.jが必要であるとの考察がなされた.

8月 3日 より転輪の分解作業を始め

8日 には完了.]0日 に第4陸軍研究所

1目模造兵厳 三菱より関係者が集まつて

破損メ況の視察会がおこなわInた。その

記録によれば転輪部分の軸受け総数64
個のうち 半数の 32個が破損.理由と

して過負荷が原因でもあるが 軸受けベ

アリングが 3流 会社での製造から精度

不良によるものとしている.

善後 ln置として 計算上さらに文夫な

軸受けを用いる案を4成し 人工並びに

1/IV漸要重を報告する事 また 起動輪

の代品を至急

「

ることにしたか 全体的

な処置を含んだ上で決定するため工事を

一時行つこととされた.

4研 の下野中佐からの指テとして 経

過報告書と最終報告書の提出か求められ

た。そのほか連絡事項として 車4t外面

に取り付ける防弾鋼板は呉にてほとんど

完成している.関係者―同にて研究会を

開催し知識意見の交換をおこないたし)旨

が伝えられた。

■その後

記録書類はこの8月 ]0日付の記載で

終わる.計画当初の l■況

“

大きく変化

していることを考慮すると 本車の試作

開発は時代に合わ

`く
なつていたと見る

べきであろう。対ソ戦の秘密兵器として

.t画されたものの 太平洋を舞台とする

主敵は米英の連合軍であり 艦ll.と航空

機が主役となりつつあつた。その l■況に

おいて 成功の見込みが不確定な本計

画に大量の資材を使用する意味が失わ

llていつたのが事実であろう とはいえ

せいぜい20ト ンクラスの戦車を製造し

たに週ぎない我が国の技術陣か 150
トンの超重戦車開発に挑んだとしつ こと

は.Tllに値するといえるだろう.

0「オイ」試作行程

試作下命

旧立完了

台上試運転

砲塔製作下命

地上初運転

I覧運転

昭和 ]6414
,フ  228

316
326
41Э
7]5

相模造兵厭へ引取指示  18 ]]3
(これより輸送方法研究)

解体輸送に決定 2  1

輸送に向けた解体作業 526～6 7
車両輸送 6 7--6 9
オB模造兵厳での再担立  628-721

台■運転    フ22
地上運転    フ29
走行試験    8 ]

組立完了迄の工数   149 1iO時 間

所要素材      約200t
図面枚数      約フ〇〇ll

(官図の手入 修正ならびに新図作製に

]2000時間)

※三菱重工業東京機器製作所作成

「工事経過概要Jよ り抜粋

●車両諸元

重量 (予想)i      ]50000噌
全長 1           1012m
全幅 1          484m
高さ m培 を除く)1    253m
発動機 1       水冷 12気筒60

∨型ガソリン機関

最大出力 1   600 HP/2200`。 m
装甲 1         30～ 35 mm
標準速度 |        '8フ km′ h

最高速度 1        29 0km′ h

登坂能力 |           ]/2
搭載燃ll容量 1       4002

米三菱重工業東京機器製作所作成

「ミ ト車試■経過報告Jよ り抜粋

●M●
` ,01麹

薔戦車 [ォ イ〕P4

,コ奉図より
'水

平断面図,(構成部品を指し示す:出線はそのまま)



0この製品は組み立てモデルです あらかじめ本説明国の全行程に
目を通し 組立行程ことにイラストを見ながら部品の取り付け位
置を雪前に確認して組み立て作業を進めてください

0本製品には接霜剤と塗たま付属していません フラスチックモデ
ル専用の接着剤と塗料を:1途お員い求めく●.さ しヽ

●組み■でには力,ターナイフや模型円ニッパー ビンセットビンパ

イス(ドリル刃]Bmmにこ用意くださt'

0書部の塗装はGSク しォスM`カ ラーの番号を□内の数字で 流
けて色名を表示しています 水性ホビーカラーやタミヤカラーを使
用する場合は 塗装とマーキングベージの「カラーナン ―ヽ対に
表k参照くださしヽ
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■部品を破損・紛失された際は
紛失 醸損などにより部品を請求される方はランナー 、l・ 凛 仁て

有償にてお分けいた します  下記の部品請求カー ト(ニ ビー可

'の必要ランナー名在 )で Eみます lt金 ●肖費● 送■l込)を右モ

お支払い方たからお選びいI.だ さ 当社アフターサーヒス係 (宛

光は右下記鏡,ま でお申し

'み
ください いすれのパーツも本カー

ド]枚
=つ

き 1キ ット分に限らせていただきます  製品はその仕

様 I● しくま価格を予6無 く変更することがこどいます

FICm●お o部品疇求カード

U II● 0● yl● U。,。●

N● ‐ 4 15崚 戦 車〔オイ]

A         ¥iOOO
g          ¥1000

C(1牧 )    早1200

デカール      ¥Ю 0

組立臓明書     ■mo

■こ注文とお支払い方法
―● f定額為割 鴨 金●目J曖幹預 囚 |=て こ送金の場合

た下期の部品請求カー ド{コ ビー可0必 要ランナー

名を ]で 国み お名前 こ住所 電話番号を置き添えたメ

モを回ま:い ただき 冨験為替 現金言争の場合 ま共に郵

送 してくたさい  聟便振普または眼イi娠 込 =て
お支L

いの場合 ぎ 部品請求カー トとお振込 (予 定 1日 お振込

人名押 途郵送 (I.さ しヽ

郵便振書の場合はll込 用紙の通信欄に :製品番号 品

名 ランナー名 (1阻粋) 夕量:を こ:〕入ください

こ入il● 確認でき次第発送いた します 為替手数料め

るtlま振込手数料 送llよお客様にてこ負担ください

切手での送合はお受 すできかねます こ了承くださt'

●代銀 1換 (到着時にお支払い)こでご注文の場合

部品請求 カ ード記戟のパ ーツ代金 に代引き手数 l.

300円 を,1算 した金頷がお支払いの t頷とな ります

こ希望の製品番号と製品名 部品番号とお届け■をファ

ックスまた ま[メ ールな _・ てお知らせくださt' こ注

文時にいただいたお吾様の個人情報 ま当該商品の発送お

よび発送記録確認■l外の目的に ま用いません事をお詢央

tヽたします

●腋 ● 超●戦車 [オ イ]●
'0

田部品請求ならびに

製品に関するお問い合わせは

E郵便振彗口座 |

00840221475
加入者名 |

(■ |フ アインモーサ,ト

●銀行振込口座 |

三菱東京JFJ銀 行 豊奮克亡

普通 5359261
有 |フ ァインモールド

有限会社ファインモール ド

愛知県豊橋市老言i:=鰐 532
1=L05322003'O FAX o5o2,3081,

…
htpノム″ww inemo ds co,p

●メリレアトレス:

otemami01nemods co,p
02015高 ●oMold,MAD=IN UA,AN



Painting&Marking

車体迷杉色は 6Sク レオス製 翻「 カラー特色セット「CS662日本陸軍戦車色 前期迷形色カラーセットJと「CS663日
本隆軍戦車色 後期迷杉色カラーセット. 及び GSIク レオス M「 カラーの合色で指示しています GSIク レオス vl,カ

ラーの色番号をコ内の数字で 崎けて色名を表記しています ●で囲まれた数写は付属デカール (水転写シール)の番号

です 水性ホビーカラーやタミヤカラーをこ使用の場合は 下記のカラーナンパー対応表を参考にしてくださしヽ

X錮部の塗装は錮立口中の説明を参考にしてください 表記の無いデカールは使用しません

Box,0,● mOors,oわ
`to CSI C(oos Mr Coo`pa,tco o,numbo`s Cil●

od● ombo`sに l・

`1。
●eca o● mo。に Deoa s

●oi showlo9` tS。 ●mOol ar● oolわ |。 se

■塗装例● :推定塗姜 後期迷彩
Sohme口 ,Fにtbn

□ 草色
Kosa i`o(GRASS GRE=ヽ ,

lD“ 色
Kosa,o(GRA・ S GREEN) 睡E土地色

T∝ ●ヽo(=ARTH)

図 つや消 しブラック
F[奸 8LACK

コ 枯草色
Xぬ

“
kos,1∞ (PARC

口黒鉄色

Gnss)

土地色
T∝ ,ヽ `oに ARttH)

STEE[

TC I

枯●●
Ka`ok●‐ lo(PARCHED GRASS,

枯草色
Ka`oko,a iЮ ('ARCHE0 3RASS) コ 溌鉄色

焼鉄e
3URNTIRON

枯草色
Kal● kosalo(PARCHED GRASS)

函 土地色

T●mlЮ (EARTH)
:● (車色       0

Ko● o●
`olGRASS GREEN)

E盤贔能gド
(τD草色

Kusallo(G GREEN)

EE枯草色/
Koめ ●ヽMlo(PARCHED GRASS,

土地色
T∝ hi ぃ IEARTH)

コ

□ 枯草色
K●roko`,i`o(PARCHED GRASS)

デカールOllり 方

' 1回
に必要らマークのみを台紙と共に八サミで切り抜きます

2切 り出したマークを 10秒から20秒呈度ぬるま湯に浸してから;き上げます

3貼 りたい位置にマークを台篭こと移動し マータをすらしてモデ,引 こ移します

4濡 らした指などですうしながう正しい位置に動かします

6位 置が決まoた ら 柔らかし石や綿樺な .・ て気泡と水分を押し出すようにマータ

を固定 します  1カ を入れすぎるとマーク全体が移動するので注意)

6田 面や凹凸部にマータを目薔させる際は CSIク レオス製 M′ マークソフターを

壺用し 綿経なとで僣重に作業します 貼 0た マーク
=転

しヽて固着するまで触れ

なしヽでくださ0■  (マータツフター本体の取扱説明も参照ください)
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■塗姜例口 :架空マーキング 戦車第9連巌
Scheme口 91h Tank Reg mont,日 dbn

■奎装例口:架空マーキング 戦車第35連隊
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■塗装例口 :架空マーキング 戦車第34連韓
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